
2014年（参考）

1 中国 17632

2 アメリカ 17416

3 インド 7277

4 日本 4788

5 ドイツ 3621

6 ロシア 3559

7 ブラジル 3073

8 フランス 2587

9 インドネシア 2554

10 イギリス 2435

2030年

1 中国 36112

2 アメリカ 25451

3 インド 17138

4 日本 6006

5 インドネシア 5486

6 ブラジル 4996

7 ロシア 4854

8 ドイツ 4590

9 メキシコ 3985

10 イギリス 3586

2050年

1 中国 61079

2 インド 42205

3 アメリカ 41384

4 インドネシア 12210

5 ブラジル 9164

6 メキシコ 8014

7 日本 7914

8 ロシア 7575

9 ナイジェリア 7345

10 ドイツ 6338

　かつて、「グローバル化」という言葉から私たちがイメージし
ていたのは、アメリカを中心とした欧米社会だった。しかし、21
世紀に入り、中国経済が劇的に成長し、図1に示したとおり、今
や購買力平価GDP（各国の物価水準の差を修正して米ドル
換算したGDP）では世界1位に。そして、これからの世界経済
を見通したとき、注目すべきは、東南アジア、中南米、アフリカ諸
国の台頭だ。2030年の購買力平価GDPランキングでは、インド
ネシア、ブラジル、メキシコなどが存在感を高め、2050年にはナ
イジェリアが10位内にランクインすると予測されている。一方、ア
メリカやヨーロッパ諸国、日本の経済大国としての地位は相対
的に低下していく。
　これだけを見ても、今までの欧米の大国中心の世界像が大き
く変わっていくことは予見できる。しかし、これから世界に訪れる

変化を経済的側面だけで語ることはできない。そう指摘するの
は、「トビタテ！留学JAPAN」の留学前後の研修や、中学校・高
校・大学・自治体・企業などのグローバル研修を数多く実施する
一般社団法人 グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）代表
理事の辰野 まどか氏だ。
 「経済競争の観点から世界を語ること自体が既に古い考え方
なのだと思います。これからの世界はみんなで課題解決に取り
組み、持続可能な社会を形成していくことが共通の目的になっ
ていくでしょうし、そうしていかなければなりません。『競争』から
『共創』へ、世界中の人々の価値観が変わろうとしているんで
す。その動きを象徴するものの一つが、国連の掲げるSDGs（持
続可能な開発目標〈図2〉）です」
　SDGsが示しているのは、誰が勝つか負けるかという世界観
ではない。世界中の組織や人々がそれぞれの強みを活かし合
って貧困や差別、環境などさまざまな課題を解決していく──
それこそが（ごく近い）未来の世界像であり、世界は今、SDGs

将来GDP推計ランキング図1

取材・文／伊藤 敬太郎

グローバル化が叫ばれるようになって久しいが、その間にも世界は変わり続けている。
今の高校生が社会の中軸で活躍する10年、20年先には
世界の有り様は確実に大きく変貌しているだろう。
では今の若者を待っているのはどのような世界なのか、
来たる時代に備えて若者はどんな力を身につけたらいいのだろうか？

出典／2014年についてはIMF「World Economic Outlook」データベース（2014年10月）　2030年、2050年はPwCによる予測（2015年2月）　※単位は2014年基準10億米ドル
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　こうした動きに先駆けて、既に多く
の日本企業がSDGsへのコミットを宣
言し、国内外でアクションを起こしてい
る。欧米を中心に環境・社会・企業統
治に配慮している企業を重視・選別
して行うESG投資が拡大しているよう
に、自社の強みを活かして国内外の
課題解決にコミットすることが、その企
業の社会的評価に直結する時代に
なっているのだ。
　では、今、世界各国の若者は何を
解決すべき社会課題と考えているの
だろうか。日本財団が日本、インド、イン
ドネシア、韓国、ベトナム、中国、イギリ
ス、アメリカ、ドイツの17～19歳に実施
した調査結果をまとめたのが図3。共
通して上位に上がっているのは貧困

や差別の問題。さらに教育や気候変動についても若者の関心
は高い。共創型社会では、このような問題意識が彼ら彼女らの
進路選択にも大きく影響してくるようになるだろう。受け皿となる
企業もSDGsに対応した経営にシフトしているのだから、社会全
体が大きく変わる下地は十分に整っているように見える。
　しかし、ここで課題となるのが若者の意識だ。図4をみると、
世界各国の若者と比べて、日本の若者は「自分は責任がある
社会の一員だと思う」「自分で国や社会を変えられると思う」な
ど自己肯定感・効力感に関わる項目でYESと回答している割
合が著しく低い。SDGsが浸透し始めているとはいえ、社会にコ
ミットする意識やマインドが大きく変わらなければ、日本の若者
が持続可能な社会作りに貢献していくことは難しい。

が指し示す方向へ大きくシフトチェンジしつつある。
　SDGsの認知度は急速に高まりつつあるが、とりわけ注目す
べきなのは若い世代ほど認知度が高いことだ。
 「教育の分野で取り上げられる機会が増えたことが大きいで
すね。今の中学生・高校生・大学生は、社会人以上にSDGsを
理解していますし、その価値観も幅広く共有しつつあります。 こ
ういった“SDGsネイティブ”の人たちが増えていくことが、今後
の社会の変化に大きく影響していくでしょう」
　自分が稼ぐこと、自分が勝ち残ることを価値とするのではな
く、共創、協働して持続可能な社会を形成していくことに価値を
見出す人が多数派となったとき、今の競争型の社会は自然な
かたちで変質していくことになる。

日本（n＝464）

1 貧困をなくす 47.8%
2 政治を良くする 43.3%
3 社会的弱者に対する差別をなくす 39.2%
4 障害者が住みやすい社会を作る 37.3%
5 ジェンダーの平等を実現する 36.9%

インド（n＝891）

1 皆が基礎教育を受けられるようにする 51.7%
2 教育全体のレベルを上げる 45.0%
3 貧困をなくす 42.4%
4 ジェンダーの平等を実現する 42.4%
5 政治を良くする 37.6%

インドネシア（n＝746）

1 社会的弱者に対する差別をなくす 52.0%
2 教育全体のレベルを上げる 49.9%
3 貧困をなくす 45.6%
4 障害者が住みやすい社会を作る 37.4%
5 皆が基礎教育を受けられるようにする 37.1%

韓国（n＝716）

1 政治を良くする 48.7%
2 社会的弱者に対する差別をなくす 42.6%
3 ジェンダーの平等を実現する 38.7%
4 貧困をなくす 28.9%
5 教育全体のレベルを上げる 24.7%

ベトナム（n＝755）

1 貧困をなくす 61.1%
2 気候変動対策 59.3%
3 教育全体のレベルを上げる 58.9%
4 健全な海の確保 56.7%
5 社会的弱者に対する差別をなくす 51.5%

中国（n＝734）

1 教育全体のレベルを上げる 49.2%
2 貧困をなくす 44.3%
3 皆が基礎教育を受けられるようにする 44.3%
4 社会的弱者に対する差別をなくす 44.1%
5 ジェンダーの平等を実現する 38.8%

イギリス（n＝780）

1 気候変動対策 58.2%
2 貧困をなくす 53.5%
3 健全な海の確保 49.4%
4 社会的弱者に対する差別をなくす 47.3%
5 皆が基礎教育を受けられるようにする 44.4%

アメリカ（n＝794）

1 貧困をなくす 51.8%
2 気候変動対策 51.5%
3 社会的弱者に対する差別をなくす 50.3%
4 皆が基礎教育を受けられるようにする 50.0%
5 健全な海の確保 49.6%

ドイツ（n＝662）

1 健全な海の確保 64.8%
2 気候変動対策 61.5%
3 貧困をなくす 52.7%
4 社会的弱者に対する差別をなくす 47.7%
5 政治を良くする 44.6%

世界各国の17～19歳が解決したいと考えている自国の社会課題図3

SDGs（持続可能な開発目標）図2

出典／日本財団「18歳意識調査『第20回─社会や国に対する意識調査─』　※調査対象は各国の17～19歳
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　辰野氏は、「だからこそ教育の果たす役割が重要になる」と
言う。国内外の課題を解決するために語学力やスキル以上に
重要なのが、他者と協働して社会課題に立ち向かうためのマイ
ンドや自信。これをどう養えばいいのだろうか。

　その一つのヒントとなるのが、GiFTが提唱するグローバル・
シチズンシップ教育（図5）だ。
 「私たちのプログラムでは、まず自分と向き合って、自分が何に
モヤモヤし、ドキドキするのかということをしっかりと味わい、受け
入れることを何より大切にしています。自分の感性、自分の価値
観、自分がどう生きたいのかということを理解し、自分とつながる
ことができれば、世界がどのように変化しようが自分の幸せをつ
かむことができるはずですから。そのうえで、対話を通して仲間
たちがどのような価値観や考えをもっているのかを知り、次にお
互いのそれぞれ異なる志を重ね合わせて、多様性の中から新
たな価値を生み出し、具体的な社会参画へとつなげていくとい
うプロセスで、しっかりとした自分の軸をもって社会の課題に取
り組むことのできる人材を育てています」
　これまでの学校教育では、与えられた問いに対してあらかじ
め存在する正解やゴールを求める教育が主流だった。しかし、
マインドや自信を鍛えるには、まずは自分や他者を知り、受け入
れ、自分自身の内側や感性から問いを立てて答えを創っていく
というプロセスが欠かせない。これからの正解のない世界で生
きていくためには、誰もがこのサイクルを回し続けていくことが大

切になると辰野氏は言う。
 「自分と向き合うにはマインドフルネス（瞑想）などの方法もあり
ますが、自分が普段いるコンフォートゾーン（居心地のよい場所）
から社会や世界に飛び出し、『自分とは何か』を問われる環境に
身を置くことも、きっかけとしては大きな意味をもつと思います」
 『自分で世界を変えよう』というマインドや自信をもった若者をど
れだけ育てていけるかが、今後の日本の教育の大きなテーマ
だ。そのため、大学教育も今、変わりつつある。PBLや留学、海
外研修、海外インターンシップなど体験型の学習に力を入れて
いる大学も増加。体験を点で終わらせず、継続的に主体性や
意欲を喚起するプログラムなども工夫されるようになってきてい
る。そういった学びが得られるかどうかもこれからの大学選びに
おいては重要なポイントになっていくだろう。

国別に見る17～19歳の意識

GiFTのグローバル・シチズンシップ教育

図4

図5

出典／日本財団「18歳意識調査『第20回─社会や国に対する意識調査─』　※調査対象は各国の17～19歳
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